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保護者の皆様へ 

生徒の皆さんへ 

愛知県立松蔭高等学校    

校長 戸倉 隆    

 

新型コロナウイルス感染拡大防止について 

 

保護者の皆様には、日頃から本校の教育活動に御理解・御協力を賜り、心から感謝申し

上げます。 

さて、現在、新型コロナウイルス感染症の新規感染者数が全国的に爆発的に増加してい

ます。愛知県においても、昨日１９日の新規感染者数が過去最多の２１９人（内名古屋市

１１６人）との発表があり、県独自の指標に基づく警戒レベルが上から２番目の「厳重警

戒」に上がりました。 

つきましては、感染予防や感染拡大防止のためのお願いをまとめましたので御確認くだ

さい。 

 

記 

 
 

全国的な傾向として、小中学校と比較し高等学校では生徒の皆さんの自主的な活動・交

流が増えることから、校外の活動で感染し、校内の感染につながった事例が多くなってい

ると報告されています。 

裏面の「感染リスクが高まる『５つの場面』」を参考にして、改めて感染予防の意識を高

くもって生活を送りましょう。 

自分自身の健康のため、また周囲の人の健康のため、それぞれが感染予防に努めること

がとても大切です。 

 

 

毎朝登校前の検温と風邪症状の確認を必ずお願いします。発熱等の風邪症状の理由での

御欠席については、かかりつけのお医者様等で必ず受診していただき、その旨御連絡くだ

さい。 

御理解、御協力をお願いします。 

 

誰しも感染する可能性はありますし、感染することが悪いことでもありません。このことを忘
れないでいましょう。 
目に見えないウイルス相手なのでみんなが不安な思いを持っています。お互いを思いやる気持
ちを大切にして「あたたかい」雰囲気での学校生活に力を合わせましょう。 

保護者の皆様へ 

生徒の皆さんへ 



 感染リスクが高まる「５つの場面」 

（児童生徒版） 

場面① 季節の行事への参加 

 クリスマスや年末年始などの季節のイベントでは、気分が高
揚し、感染予防への注意力が低下することがあります。 

対策例 

• 主催者のいないイベントへの参加は控えます。 

• 主催者がいるイベントでも参加については、家庭でよく相談します。 

※主催者がいるイベント：必要な感染対策がとられている。 

• 友人同士でイベントを楽しむときも、マスクの着用など基本的な感染対策

を行います。 

場面② 友人との飲食等 

 学校での昼食を始め、食事中はマスクを外すため、感染のリスクが高ま

ります。 

 長時間や大人数、例えば 5 人以上の飲食では感染リスクが高まります。 

 カラオケなどでの感染事例が報告されています。 

対策例 
• 向かい合っての飲食は避けます。 

• 食事中は会話を控えます。 

• 食事が終わったら、速やかにマスクを着用します。 

• 飲食は、少人数、短時間で済ませます。 

• 複数の人と交流するカラオケは控えます。カラオケでは大きな声を発する

ことになるので、施設のガイドラインを遵守し、感染対策を徹底します。 

場面③ マスクなしでの会話 

 マスクの着用により、感染者と接する
人のウイルス吸入量が減少することが
わかっています。（布マスクを感染者
が着用した場合に 60-80％減少し、感
染者と接する人が着用した場合に 20-
40％減少。） 
出典：「（2020 年 10 月時点）新型コロナウイルス感染症の“い

ま”についての 10 の知識」（厚生労働省） 

場面④ 狭い空間での共同生活 

 寮での集団感染の報告があります。 

 密閉された狭い空間は、感染リスクを
高めます。 

対策例 

• 寒い環境でも換気を実施します。（室温が

下がらない範囲で窓を少し開け、扇風機

等を利用し、内部の空気を押し出しま

す） 

• 室内の湿度を上げます。（加湿器がない場

合は濡れタオルを干したり、バケツに水

を入れて設置したりします。 

場面⑤ 部活動 

 部活動での感染事例が報告されていま
す。 

対策例 

• 発熱などのかぜ症状があるときは、部活

動に参加しません。 

• 人と身体的距離が近い時は、大声を発し

ません。 

• 部室等での会話など活動時以外の場面で

も注意を払います。 

資料３ 

政府の新型コロナウイルス感染症対策分科会の提言「感染リスクが高まる『５つの場面』」を参考に愛知県教育委員会が作成しました。 


